
Media Monkey
Jukebox Software for Windows OS

Ver1.00 (2008 6/2)



2

2

2

7

9

9

11

13

15

18

Setup Media Monkey

• Media Monkeyについて

• Media Monkeyのインストール

• Media Monkeyの初期設定

How to use Media Monkey

• タグ編集

• カバーアートの取得/WEBから自動タグ付け

• 自動ファイル整理

• プレイリストの作成

• CDリッピング

www.linn.jp

Media Monkey
USER’S MANUAL

目次



2

USER’S MANUAL

2. 使用する言語を指定します。本マニュアルでは日本語で進めます。また、

ここで選択した言語はセットアップだけではなく、ソフトウェア起動後も有効
です。

1. Media Monkeyのインストールを開始します。「MediaMonkey
3.0.2.1134.exe」をダブルクリックします。

1  Media Monkeyについて

Setup Media Monkey

www.linn.jp

Media Monkeyはジュークボックスソフトと呼ばれ、主にPCで音楽を聴く

ためのソフトですが、再生だけでなく、音楽ファイルを扱う際に必要な機能の
殆どを持っています。類似したソフトウェアにitunes等があります。本マニュ
アルでは主にMedia Monkeyを使用した音楽コレクションの管理方法をご
案内します。尚、Media Monkeyは非常に多機能なソフトウェアであり、詳
細な使用方法を本マニュアルで網羅することは不可能なことから、DSに必

要な機能を中心にご案内します。
また、Media Monkeyにはフリー版と(無料)、ゴールド版(有料)の2種類

が存在します。フリー版は一部の機能に制限があり、ゴールド版にすること
ですべての機能をお使いいただくことができます。

2  Media Monkeyのインストール 3. セットアップを開始します。「次へ(N)>」をクリックします。

Media Monkey
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2  Media Monkeyのインストール (続き…)

4. 試用許諾契約書が表示されます。「同意する(A)」を選択し、「次へ
(N)>」をクリックします。

5. 保存先フォルダを指定します。変更がなければ「次へ(N)>」をクリックし
ます。変更する場合は「参照(r)」から保存先フォルダを指定し、「次へ
(N)>」をクリックします。

www.linn.jp

Media Monkey
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2  Media Monkeyのインストール (続き…)

6．変更の必要はありません。「次へ(N)>」をクリックします。

7. ショートカットの作成先とMedia Monkey起動時のテーマを指定します。
必要に応じて各項目にチェックを入れ、「次へ(N)>」をクリックします。

www.linn.jp

「テーマ」のチェックをはずす事でMedia Monkeyの動作が軽くなる

場合があります。

Media Monkey
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2  Media Monkeyのインストール (続き)…

8. 関連付けの設定です。基本的に変更の必要はありませんが、FLAC、
WAVE以外ははずしても構いません。

9. インストールの準備が整いました。「インストール(I)」をクリックします。

www.linn.jp

Media Monkey
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2  Media Monkeyのインストール (続き…)

10. インストールが始まります。

11. インストールは終了です。「完了(F)」をクリックします。

www.linn.jp

Media Monkey
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3  Media Monkeyの初期設定 2. 最初にMedia Monkeyのライブラリに音楽ファイルを追加します。「ファ
イル(F)」から「ライブラリにトラックを追加/再スキャン(A)… Ins」をクリック

します。1. Media Monkeyの初期画面です。「起動時にヒントを表示する」のチェッ

クの有無は任意で設定してください。

www.linn.jp

この作業は、新たにリッピングやダウンロードで新しいファイルを入
手した場合、毎回行う必要があります。ただし、Media Monkeyで
リッピングした場合は自動でライブラリに追加されます。

Media Monkey
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3  Media Monkeyの初期設定 (続き…)

3. 音楽ファイルの保存されているフォルダ(ネットワークドライブ)にチェック
を入れ、「OK」をクリックします。

4. 画面右下にプログレスが表示されます。

www.linn.jp

5. 画面左のライブラリに曲が追加されました。

Media Monkey
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How to use Media Monkey

1. タグ情報を編集する曲を選択し、編集項目(アーティストやタイトル)の上
にカーソルを合わせ、F2を押すか、もう一度クリック(注：ダブルクリックとは
異なります)することでダイレクトに編集することができます。

1. 編集する曲を右クリックし、「プロパティ(O) Shift+Enter」を選びます。

www.linn.jp

タグの編集 2

Media Monkey

タグの編集 1

1  タグの編集

タグとは正確にはID3タグといい、メタデータとも言います。「アーティスト名」

や「アルバム名」、「ジャンル」といった情報を直接ファイルに格納するための
規格です。Flacやmp3はこのID3タグを格納することができ、waveは格納
出来ません。LINN GUIをはじめとしたコントロールソフトは各ファイルの識

別、検索のために、ファイル名ではなく、このタグ情報を優先的に表示しま
す。タグ情報がない場合、例えばアーティスト名はUnknown Artistのよう
に表示されます。注意しなければならないのは、windowsのエクスプロー

ラー上から直接タグ情報を編集することは出来ないという点です。ファイル
名を編集してもLINN GUI上での表記は変わりません。Media Monkeyの
ようにタグを編集することが出来るソフトウェアを使う必要があります。
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1  タグの編集 (続き…)

2. トラックのプロパティ情報が表示されます。各項目を編集し、「OK」をク

リックすることでタグ情報を更新することができます。

www.linn.jp

1. アーティスト名や、アルバム名等の複数のトラックの共通項目を一度に変
えることも可能です。複数の曲(アルバム全体)を選択し、「プロパティ(O)
Shift+Enter」をクリックします。

タグの編集 3

Media Monkey

アーティストとアルバムアーティスト
複数のアーティストによるCDの場合に
アルバムアーティスト：オムニバス、Various等
アーティスト：それぞれの楽曲のアーティスト
というように使い分ける場合があります。
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1  タグの編集 (続き…)

2. 共通項目(アーティスト、アルバム、ジャンル等)を編集し、「OK」をクリッ

クします。

www.linn.jp

Media Monkeyの機能の一つとして、アーティスト名やアルバム名を元に
Amazon.com内を検索し、自動的に情報を取得することができます。この

機能でカバーアートも取得できる場合があります。

トラックタイトル、トラックナンバーを変更してしまうと、すべてのトラッ
クのタイトル、ナンバーが統一化してしまいます。誤って入力してし
まった場合は「キャンセル」をクリックしてください。

1. タグの編集 2と同様にアルバム全体を選択し、右クリックから「WEBから
自動タグ付け(A)… Ctrl+L」をクリックします。

Media Monkey

2  カバーアートの取得/WEBから自動タグ付け
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2  カバーアートの取得/WEBから自動タグ付け (続き…)

2. 「更新するトラックを選択」にチェックをつけ、「自動タグ(A)」をクリックしま

す。

「トラック」「リリース」はすでに入力されている情報と異なる場合があ
ります。確認をした上で、必要な項目だけにチェックを入れることを
推奨します。

3. 「画像をタグに保存(可能な場合)」「画像をアルバム・フォルダに保存」に
チェックを入れます。Folder.gif(jpg,png)は変更しないでください。「次回

から確認しない」には任意でチェックを入れます。

www.linn.jp

Media Monkey
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3  自動ファイル整理 2. 自動ファイル整理ウィンドウが開きます。「古いパス」とは現在の保存先を、

新しいパスは整理後の保存先を示しています。整理のルールを作るために
右上の「設定」をクリックします。

www.linn.jp

タグ情報(アーティスト名、アルバム名等)から音楽ファイルを自動で整理す

る機能です。複数のリッピングソフトを使用した場合は保存先がばらつくこと
があるのでこの機能を使うと綺麗に整理することができます。タグ編集した
場合はこの機能を使うとファイル名や保存先を変更してくれるので非常に便
利です。

1. 整理したいファイルを選択し、右クリックから、「自動ファイル整理」をク

リックします。

Media Monkey
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3  自動ファイル整理 (続き…)

3. 転送設定Wizardが開きます。「主ディレクトリ」とはすべてのファイルの

共通になるフォルダです。「サブディレクトリ」は、アーティストやアルバムに
よって異なってくるフォルダです。「ファイル名」はそれぞれのファイルに割り
振られる名前です。

1) 主ディレクトリの右にある をクリックし、保存先を指定します。
2) サブディレクトリの右にある をクリックし、ルールを作成します。
3) ファイル名の右の をクリックし、ファイル名のルールを作成します。

最後に「OK」をクリックします。

www.linn.jp

よくわからない場合は以下のルール作成をお勧めします。
1) 主ディレクトリ：ネットワークドライブ内のMusic¥flac
2) サブディレクトリ：<アルバムアーティスト>¥<アルバム>
3) ファイル名：<トラック#> - <タイトル>

4. 2の画面に戻りました。「新しいパス」が黄色くなっています。変更があっ
た場合このように黄色く変わります。「OK」をクリックします。

5. トラックの移動が始まります。

Media Monkey
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2. 以下のウィンドウが表示されるので、プレイリスト名を入力し、「OK」をク

リックします。
4  プレイリストの作成

プレイリスト機能とは好きな曲を好きな順番で再生するためのリストを作成
する機能です。LINN GUI等のソフトにもプレイリストを作成する機能を標

準で持っています。こうしたコントロールソフトのプレイリストは保存すること
が出来ないため、毎回手動で作成する必要がありますが、Media 
Monkeyで作成したプレイリストはm3uファイルとして保存することが出来
ます。一度作成し、保存したら毎回1クリックで何十、何百曲単位のプレイリ

ストを読み込ませることが可能になるのでとても便利です。

まずMedia Monkey内にプレイリストを作ります(Media Monkey内に作
られたプレイリストはMedia Monkeyで再生するときにしか使えません)。こ
のプレイリストを外部出力することでLINN GUI等のコントローラーで使用

することが出来ます。

タグ情報に日本語が入る場合、表示が出来ないようです。これは
m3uというプレイリストファイルとunicodeの抱えている問題なので

現在は対策がありません。

1. プレイリストに追加したい曲(複数可)を右クリックし、「送る(S)… 」 -
「プレイリスト(P)」 - 「新規プレイリスト」をクリックします。

3. 画面左側に今作成したプレイリスト(My Playlist)が追加されました。

Media Monkey
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USER’S MANUAL

4  プレイリストの作成(続き…) 6. 作成したプレイリストを右クリックし、「送る(S)…」 - 「m3uプレイリスト
(3)」をクリックします。

4. さらに曲を追加する場合、1と同様に右クリックから「送る(S)…」 - 「プレ
イリスト(P)」 から追加先のプレイリスト名を選びます。

5. 以下はプレイリストの例です。ドラッグアンドドロップで曲順を入れ替える

ことが出来ます。また、不要な曲を削除することが出来ます。

プレイリスト内のすべての曲を選択し、右クリックでも同様です。

Media Monkey
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4  プレイリストの作成 (続き…)

7. m3uファイルのファイル名を入力し、保存先を選択します。

8. LINN GUI上ではPlaylistカテゴリの中に格納されています。

ファイル名に関する注意点
ファイル名は半角英数字を使う必要があります。日本語(全角文字)
では表示されません。

保存先に関する注意点
保存先は主ディレクトリ(→p14)のなかに直接保存するようにしてく
ださい。「Playlist」というフォルダの中にm3uファイルをまとめること
はここでは出来ません。別の作業が必要になります。詳しくはQ&A
を参照してください。

Media Monkey
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4  プレイリストの作成 (続き…)

9. 作成したPlaylistをクリックし、 又は、 をクリックすることで再生でき

ます。

5  CDリッピング

Media Monkey

Media MonkeyもExact Audio Copy、Ripstation Micro DSと同様に
CDをFlacで取り込むことが出来ます。

1. CDリッピングの設定を行います。メニューバーから「ツール(T)」 - 「オプ
ション(O)…」をクリックします。

LINN GUIの操作方法はLINN GUIマニュアルを参照してください。
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2. オプションウィンドウから「CDのリッピング」をクリックします。

3. 以下の設定になっていることを確認し、「OK」をクリックします。5  CDリッピング (続き…)

Media Monkey

ツールチップにもありますが、リッピングした曲が音とびする場合、
読み込みタイプを「ジッター補正」にすると改善する場合があります。

4. 設定は以上で終了です。
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USER’S MANUAL

5. CDを入れます。画面左側のCD-ROMドライブが表示されます。タグ情

報が取得できた場合は、アルバム名とアーティスト名が表示されます。

8. 画面上部の をクリックします。5  CDリッピング (続き…)

Media Monkey

タグ情報が取れなかった場合、[Audio CD]と表示されます。この
場合はタグの編集(→p.9)を参照し、まず手動でアーティスト名やア

ルバム名を入力し、次のステップに進みます。アルバム、アーティス
トだけを正確に入力し、リッピング後にwebから自動タグ付け
(→p.11)、自動ファイル整理(→p.13)を使ってタグの取得とファイ

ルの整理を行うことも出来ます。

9. 「CDのリッピング」ウィンドウが表示されます。「設定」をクリックします。
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10. 「転送設定Wizard」ウィンドウが開きます。P.14と同じように保存先及

びファイル名に関するルールを作成します。

11. 「CDのリッピング」ウィンドウに戻ります。「形式」からFLACを選び、「設

定」をクリックします。
5  CDリッピング (続き…)

12. FLACの設定を行います。高圧縮率だとリッピングに時間がかかります。

一概にどのレベルが良い、ということはありません。任意でレベルを指定し
ます。

Media Monkey

よくわからない場合はp.14と同じく以下の設定をお勧めします。
主ディレクトリ：ネットワークドライブ内のMusic¥flac。
サブディレクトリ：<アルバムアーティスト>¥<アルバム>
ファイル名：<トラック#> - <タイトル>

よくわからない場合は6(右から2番目)にあわせて下さい。
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13. この2つのオプションは任意です。ただし、「トラック音量を揃える」には

チェックを入れないことを推奨します。

5  CDリッピング (続き…)

Media Monkey

DSのようなリスニング方式ですと、音量を一定量にそろえるのは便
利かかも知れません。ただし、一度揃えた音量を元に戻す(CDのオ
リジナルに戻す)にはリッピングのやり直し以外にありません。

14. 設定は以上で終了です。「OK」をクリックするとリッピングが始まります。
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